
コウモリ目ヒナコウモリ科 石川県カテゴリーテングコウモリ 絶滅危惧Ⅱ類

絶滅危惧Ⅱ類国カテゴリー

全国的にも分布している県が少なく、本県においても生息の確認場所が少ない。
選定理由

北海道、本州、四国、九州から知られる。
国内分布

白山周辺など4箇所で確認されている。　
県内分布

大木の多い地域では樹洞を昼間の隠れ家にするが、洞穴内でもよく見つかる。しかし、単独でいるこ

とが多く、10頭を越える群れはほとんど見つかっていない。夜には隠れ家から出て、飛翔する昆虫類

を捕食する。一般に森林内の下層で捕食するらしい。出産は初夏に行われる。

生　　態

その分布などがよく分からないうちに、生息環境が開発されてしまっている。（A）
生存の危機

自然林内に生息。
生息地の条件
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